
広報 にっこう １４

警
察
か
わ
ら
版

※
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◎
七
夕
か
ざ
り
製
作

と
　
き
　
７
月
３
日（
日
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

１５

１１

４５

定
　
員
　
親
子
　
組（
先
着
順
）

２０

申
込
期
限
　
７
月
１
日（
金
）

◎
家
族
み
ん
な
で
楽
し
も
う
外

　
〜
外
国
人
の
先
生
と
英
語
で
遊
ぼ
う
〜

と
　
き
　
７
月
８
日（
金
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
か
ら
だ
編
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
月
）　
午
後
１
時
　
分
〜
３
時
　
分

１１

４５

４５

申
込
開
始
　
７
月
１
日（
金
）

◎
子
育
て
健
康
相
談
ｂ
ｙ
保
健
師

と
　
き
　
７
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

２０

１０

１５

１１

４５

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
歌
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
外

と
　
き
　
７
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

２０

１０

４５

１１

３０

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
こ
と
ば
編
」

と
　
き
　
８
月
５
日（
金
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１０

１５

１１

４５

講
　
師
　
 下
山
田
  弘
 氏
　
申
込
開
始
　
７
月
　
日（
月
）

し
も
や
ま
だ
 ひ
ろ
し

２５

※
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
は
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
　
）２
２
９
９

２２

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
季
節
の
行
事
を
楽
し
も
う
「
た
な
ば
た
」

と
　
き
　
７
月
４
日（
月
）　
１
回
目
 午
前
　
時
　
分
〜
正
午

１０

３０

  　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
目
 午
後
１
時
　
分
〜
３
時

３０

◎
お
母
さ
ん
の
勉
強
会
「
こ
ん
な
時
ど
う
し
よ
う
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
月
）　
午
前
　
時
〜
正
午

１１

１０

費
　
用
　
　
〜
　
円（
教
材
費
）

１００

２００

　
画
書
」
を
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
や
案
内

　
所
、
登
山
口
の
登
山
届
ポ
ス
ト
に
提
出

　
し
ま
し
ょ
う
。

【
キ
ノ
コ
採
り
で
入
山
さ
れ
る
方
へ
】

焔
「
道
迷
い
遭
難
」
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

　
地
形
を
十
分
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

焔
足
場
の
悪
い
急
斜
面
に
は
入
ら
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

焔
長
時
間
の
行
動
は
、
想
像
以
上
に
体
力

　
を
消
耗
し
集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。
小

　
ま
め
に
休
憩
を
取
り
、
糖
分
や
水
分
を

　
補
給
し
て
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

　
し
ょ
う
。

焔
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
の
で
、
事

　
前
に
天
気
予
報
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

　
常
に
気
象
状
況
を
把
握
し
て
お
き
ま
し

　
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夏
季
で
も
山
の
中
は
大
変
危
険
で
す
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
は

持
た
ず
、
事
故
防
止
に
配
意
し
て
、
夏
の

山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
日
光
市
に
は
、
夏
山
登
山
が
盛
ん
な
男

体
山
や
白
根
山
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り

（
特
に
チ
タ
ケ
）を
楽
し
む
山
々
が
あ
り
ま

す
。
　
昨
年
の
夏
に
は
、
チ
タ
ケ
採
り
な
ど
で

山
に
入
り
滑
落
し
た
事
故
が
７
件
発
生
し
、

そ
の
う
ち
４
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
３
人

の
方
が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
入
山
す
る
際
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
登
山
な
ど
で
入
山
さ
れ
る
方
へ
】

焔
単
独
で
の
入
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

焔
登
山
に
合
っ
た
服
装
や
装
備（
特
に
ヘ

　
ル
メ
ッ
ト
や
滑
り
に
く
い
登
山
靴
）を

　
着
装
し
ま
し
ょ
う
。

焔
万
一
の
場
合
に
備
え
、
緊
急
連
絡
手
段

　（
携
帯
電
話
な
ど
）と
、
ビ
バ
ー
ク（
野

　
営
）で
き
る
よ
う
に
余
分
に
食
料
や
水

　
分
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

焔
登
山
を
す
る
時
は
、
事
前
に
「
登
山
計

夏
季
の
山
岳
遭
難
防
止

お
問
い
合
わ
せ
は

　
今
市
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

２３

　
日
光
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

５３
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※
心
肺
蘇
生
法
他
 　
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
「
外
国
人
の
先
生
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
木
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１４

１０

３０

１１

３０

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）３
０
０
１

５４
鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
「
外
国
人
の
先
生
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
月
）　
午
前
　
時
　
分
〜
　
時
　
分

１１

１０

３０

１１

３０

◎
「
ス
タ
ン
プ
で
遊
ぼ
う
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
木
）　
午
後
１
時
　
分
〜
３
時

１４

３０

持
ち
物
　
タ
オ
ル

◎
「
七
夕
か
ざ
り
つ
く
り
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
水
）　
午
前
　
時
〜
正
午

２０

１０

費
　
用
　
　
円
５０

◎
「
絵
本
と
ス
タ
ン
プ
で
遊
ぼ
う
」

と
　
き
　
７
月
　
日（
月
）　
午
前
　
時
〜
正
午

２５

１０

講
　
師
　
 髙
  橋
 

た
か
 は
し

 貴
  美
  子
 氏
　
持
ち
物
　
タ
オ
ル

き
 
み
 
こ

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
藤
原
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）０
８
８
１

７６
そ
の
ほ
か
の
催
し

◎
ど
ろ
ん
こ
遊
び

と
　
き
　
７
月
　
日（
火
）　
午
前
　
時
〜
　
時

１２

１０

１１

申
込
期
間
　
７
月
４
日（
月
）〜
　
日（
月
）

１１

と
こ
ろ
・
く
わ
し
く
は
　
豊
岡
児
童
館
　
☎（
　
）７
４
８
８

２１

◎
夏
ま
つ
り

と
　
き
　
７
月
　
日（
木
）　
午
前
　
時
〜
　
時

１４

１０

１１

参
加
費
　
　
円
　
申
込
期
限
　
６
月
　
日（
木
）

３００

３０

と
こ
ろ
・
く
わ
し
く
は
　
落
合
児
童
館
　
☎（
　
）０
０
５
８

２７

◎
プ
ー
ル
あ
そ
び

と
　
き
　
８
月
２
日（
火
）　
午
前
　
時
〜
　
時

１０

１１

申
込
期
間
　
７
月
　
日（
木
）〜
　
日（
金
）

１４

２２

と
こ
ろ
・
く
わ
し
く
は
　
並
木
保
育
園
　
☎（
　
）０
６
１
６

２１
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今市医師団幹事
ぬま　　お　 こう　 じゅ

熱
中
症
に
つ
い
て

　
今
年
は
節
電
の
影
響
も
あ
っ
て
、
熱

中
症
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
・
多
湿
の
環
境

下
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
内
の
調
節
機
能
が
破

綻
す
る
な
ど
し
て
、
発
症
す
る
障
害
の

総
称
で
す
。
特
に
外
気
が
皮
膚
温
以
上

の
と
き
や
湿
度
が
非
常
に
高
い
と
、
皮

膚
か
ら
の
放
熱
や
発
汗
が
で
き
に
く
く

な
り
、
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
高

齢
者
や
小
児
の
他
、
糖
尿
病
な
ど
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
は
な
り
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
症
状（
病
態
）か

ら
次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
熱
失
神（
熱
虚
脱
）…
皮
膚
血
管
の
拡

　
張
に
よ
っ
て
血
圧
が
低
下
し
、
脳
血

　
流
が
減
少
し
、
目
ま
い
・
失
神
な
ど

　
が
見
ら
れ
ま
す
。
脈
は
速
く
て
弱
く
、

　
体
温
は
平
熱
で
す
。

②
熱
け
い
れ
ん
…
大
量
に
汗
を
か
き
、

　
水
分
だ
け
を
補
給
し
て
血
液
の
塩
分

　
濃
度
が
低
下
し
た
と
き
に
、
足
、
腕
、

　
腹
部
の
筋
肉
に
け
い
れ
ん
が
起
こ
り

　
ま
す
。
体
温
は
平
熱
で
す
。

③
熱
疲
労（
熱
疲
は
い
）…
大
量
に
汗
を

　
か
き
、
水
分
の
補
給
が
追
い
付
か
な

　
い
と
脱
水
が
起
こ
り
、
脱
力
感
、
 倦
 

け
ん

　
 怠
 感
、
目
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
な

た
い

　
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
体
温
は
平
熱
で

　
す
。

④
熱
射
病（
日
射
病
）…
体
温
の
上
昇
　

　（
深
部
体
温
　

℃

以
上
）の
た
め
、

４０

　
中
枢
機
能
に
異
常
を
来
し
た
状
態
で

　
す
。
意
識
障
害（
応
答
が
鈍
い
、
言

　
動
が
お
か
し
い
、
意
識
が
な
い
）が

　
特
徴
で
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
目
ま
い

　
な
ど
の
前
駆
症
状
や
シ
ョ
ッ
ク
状
態

　
も
見
ら
れ
ま
す
。
全
身
臓
器
の
血
管

　
が
詰
ま
っ
て
臓
器
障
害
を
併
発
す
る

　
こ
と
も
あ
り
、
危
険
な
状
態
で
す
。

ま
た
重
症
度
か
ら
Ⅰ
度（
熱
失
神
・
熱

け
い
れ
ん
）、
Ⅱ
度（
熱
疲
労
）、
Ⅲ
度

（
熱
射
病
・
意
識
障
害
）に
分
類
さ
れ
ま

す
。
Ⅰ
度
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
涼
し
い

場
所
へ
移
し
体
を
冷
や
し
、
水
分
・
塩

分
を
与
え
、
改
善
し
な
い
場
合
は
病
院

へ
搬
送
し
ま
す
。
Ⅱ
度
で
自
分
で
水

分
・
塩
分
を
取
れ
な
い
と
き
や
Ⅲ
度
の

場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院
へ
搬
送
し
ま
す
。

　
予
防
と
し
て
は
、
①
暑
さ
を
避
け
る

②
服
装
を
工
夫
す
る
　
③
小
ま
め
に
水

分（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
）を
補
給

す
る
　
④
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
す

る
　
⑤
暑
さ
に
備
え
た
体
力
づ
く
り
を

す
る
　
な
ど
で
す
。


